
¬

R振
り
返
り
」
の
ア
イ
テ
ム

８０
」
を
使
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

「ア
ク
テ
ィ
ブ

・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
の

「振
り
返
り
」
と
し
て
考
案
し
た

「Ｒ
８０
」
は
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
活
用
が
可
能
な
ア
イ
テ
ム
で
す
。

了参ф幸
茨
城
県
立
並
木
中
等
教
育
学
校
校
長

中
島
　
博
司

な
か
じ
ま
　
ひ
ろ
し
　
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め

に

「ア
ク
テ
ィ
ブ

・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を
広
め
る
努
力

を
し
て
い
ま
す
。
座
右
の
銘
は

「
一
所
懸
命
の
地
」

で
す
。

●
特
集
１
　
授
業
や
ワ
ー
ク
で
の
二
振
り
返
り
」
の
質
を
高
め
る

一〇

一
五
年
四
月
、
校
長
に
な

っ
た
私
は
、　
勇
）
的
学
習
者
）
の
育
成
と

い
う
目
的
に
向
か

っ
て

三
つ
の
テ
ー
マ
で
研
究
を
始
め
ま
し
た
。
「
ア
ク

参

テ
ィ
ブ

・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
と

「
二
つ
の
新
テ
ス

ト
」
と

「次
期
学
習
指
導
要
領
」
で
す
。
特
に

「
ア
ク
テ
ィ
ブ

・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
（以
下
、
Ａ
Ｌ
）

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
各
地
で
研
修
会
講
師
も

つ
と
め
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｌ
に
関
す
る
研
究
の
過
程
で
、
二
〇

一
六

年
当
初
、
四
つ
の
課
題
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
①
Ａ
Ｌ
型
授
業
が
形
だ
け
に
な

っ
て
は

い
な
い
か
、
②
ア
ク
テ
イ
ブ
ラ
ー
ナ
ー

（能
動

い
る
か
、
③
Ａ
Ｌ
か
講
義
か
と

い
う
二
項
対
立

的
な
議
論
に
な

っ
て
い
な
い
か
、
④

ペ
ア
ワ
ー

ク
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
だ
け
で
学
力
は
向
上
す

る
の
か
、
で
す
。

特
に
、
四
つ
目
の

「
学
力
向
上
」
に
か
か
わ

る
課
題
は
最
も
重
要
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
ク

リ
ア
さ
れ
な
け
れ
ば
、
Ａ
Ｌ
の
明
日
は
な

い
と

さ
え
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇

一
六

年
五
月
に

「
Ｒ
８０
」
（
ァ
ー
ル
エ
イ
テ
イ
ー
）
を

考
案
す
る
に
至

っ
た
の
で
す
。

「Ｒ
８０
」
と
は
何
か

「
Ｒ
８０
」
の
Ｒ
は

「
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン

（振
り

返
り
と

と

「
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

（再
構
築
と

の
Ｒ
で
す
。

８０
は
、
自
分
で
八
〇
字
以
内
の
文

章
を
書
く
と
い
う
意
味
の
８０
で
す
。
具
体
的
に

は
、
Ａ
Ｌ
の
最
後
に

「振
り
返
り
」
と
し
て
、

ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合

っ
た
こ
と
な
ど
を

「
再
構
築
」
し
で
八
〇
字
以
内
で
書
き
ま
す
。

そ
の
際
、
必
ず
二
文
で
書
き
、
そ
の
二
文
を

接
続
詞
で
結
ぶ
の
が
特
徴
で
あ
り
、
そ
の
こ
と

に
よ
っ
て

「
思
考
力

。
判
断
力

・
表
現
力
」
に

加
え
て
、
「論
理
力
」
も
育
成
し
、
学
力
向
上
に

つ
な
げ
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の

「
Ｒ
８０
」
は
、
二
〇
二
〇
年

度
か
ら
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
に
代
わ

っ
て

始
ま
る

「大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
の
記
述
式

問
題
に
も
対
応
し
て
い
る
の
で
す
。

生
徒
の
書

い
た

「
Ｒ
８０
」
　
　
　
　
　
　
”

実
際
に
前
期
生

（中
学
生
）
が
書
い
た

「
Ｒ

８０
」
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
、
四
年
次
生

（高

一
）
が
二
年
次
生

（中
二
）
に
数
学
を
教
え
る

fJ 特集 1 授業やワークでの「振り返り」の質を高める
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と

い
う

「
縦
割
り
の
ペ
ア
ワ
ー
ク
」

の
際
に
、

二
年
次
生
が
書

い
た
も
の
で
す
。

実
カ
テ
ス
ト
で
は
、
自
力
で
解
け
な
い
問
題

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
見
直
し
て
も
よ
く
理
解
で

き
な
か
っ
た
。
で
も
、
今
回
先
輩
と

一
緒
に
考

え
る
こ
と
で
、
難
し
い
問
題
を
理
解
で
き
た
の

で
、
感
動
し
た
。

次
に
、
二
年
次
の
家
庭
科

の
授
業
で
の

「
Ｒ

８０
」
で
す
。

私
は
、
あ
ま
り
添
加
物
を
取
ら
な
い
方
が
良

い
と
思
っ
た
の
で
②
に
し
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

い
く
ら
添
加
物
が
入
っ
て
い
る
物
が
安
い
か
ら

と
い
っ
て
決
し
て
安
全
性
が
高
い
と
は
言
い
切

れ
な
い
か
ら
で
す
。

二
〇

一
五
年
度
か
ら
Ａ
Ｌ
を
推
進
し
て
い
る

本
校
で
は
、
今
や

「
Ｒ
８０
」
は
普
通
の
授
業
ア

イ
テ
ム
に
な

っ
て
お
り
、
授
業
終
了
前
三
分
程

度
で
生
徒
た
ち
は
書

い
て
い
ま
す
。
用
紙
も
次

ペ
ー
ジ
に
紹
介
し
た
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
で
は
な
く
、

授
業
プ
リ
ン
ト
の
最
後
に
八
〇
文
字
の
マ
ス
が

あ
れ
ば
、
「
Ｒ
８０
」
と
認
識
で
き
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
授
業
だ
け
で
な
く
、
学
校
行
事

の

「
振

り
返
り
」
に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
の
例
は
、
三
年
次
生

（中
三
）
の

「筑
波

大
学
見
学
会
」
の
後

の

「
Ｒ
８０
」
で
す
。

大
学
で
は
、
文
理
に
拘
わ
ら
ず
に
様
々
な
視

点
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
た
。
な
ぜ

な
ら
、
ど
の
分
野
の
研
究
も
、
そ
の
分
野
単
体

で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
様
々
な
要
素
を
含
ん

で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
Ｒ
８０
」
は
多
方
面

で
応
用
可
能

　

　

　

・．．

Ａ
Ｌ
を
学
力
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
に
考
案

し
た

「
Ｒ
８０
」
で
し
た
が
、
「振
り
返
り
」
の
ア

イ
テ
ム
と
し
て
、
多
方
面
で
使
え
る
こ
と
が
わ

か

っ
て
き
ま
し
た
。

小
学
校
の
校
長
先
生
か
ら
は
、　
一
年
生
で
も

「
つ
な
ぎ
言
葉
」
を
使

っ
て
実
施
で
き
る
と

い
う

こ
と
を
聞

い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
就
職
希
望
者
の
多

霊
員
校
で
は
、
「
Ｒ

８０
」
に
よ

っ
て
生
徒
た
ち
が
自
信
を
持

っ
て
文

章
が
書
け
る
よ
う
に
な
り
、
喜
ん
で
い
る
と

い

、う
報
告
も

い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
四
〇
〇
字
の

作
文
も
、
「
Ｒ
８０
」
×
五
で
書
け
る
よ
う
に
な

っ

た
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
、
「
ビ
ジ
ネ
ス
界
」
で
も
使
え
る
と

い

う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
最
近
の
若
者
は
、
論
理

的
な
文
章
が
書
け
な
く
て
困

っ
て
い
た
が
、
「
Ｒ

８０
」
で
訓
練
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

今
回
、
本
誌
に
書
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
「構
成
的
グ
ル
ー
プ
エ
ン
カ
ウ

ン
タ
ー
」
の

「振
り
返
り
」
に
活
用
で
き
ま
す

し
、
「
教
育
相
談
」
の
場
面
で
も
応
用
が
で
き
そ

つゝ
で
す
′。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

最
後
に
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

一
つ
紹
介
し
ま
す
。

あ
る
学
校

の
教
員
研
修
会
で
実
際
に

「
Ｒ
８０
」

を
書

い
て
も
ら

つ
た
と
こ
ろ
、
三
分
間
だ
と
半

数
の
先
生
が
書
き
終
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
別
の
研
修
会
で
、
ペ
ア
ワ
ー
ク
を

一
分

間
し
た
後
に
三
分
間
で
書

い
て
も
ら
う
と
、
見

事
に
全
員
が
書
け
ま
し
た
。
「
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
」

‐し
た
直
後
に

璽
曰く
」
と
、
自
分
の
考
え
が

「
再

構
築
」
さ
れ
て
書
け
る
の
だ
と
確
信
し
ま
し
た
。

Ａ
Ｌ
効
果
で
す
。

私
は
、
「
主
体
的

。
対
話
的
で
深

い
学
び
」
で

あ
る
Ａ
Ｌ
の
目
的
は
、
ア
ク
テ
イ
ブ
ラ
ー
ナ
ー

（能
動
的
学
習
者
）

の
育
成
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
Ａ
Ｉ

（人
工
知
能
）
等
の
発
達

に
よ
り
、
大
き
く
変
化
す
る
近
未
来
に
あ

っ
て

も
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ナ
ー
な
ら
ば
、
た
く
ま

し
く
生
き
て
い
け
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
Ａ
Ｌ
を
広
め
る
努
力
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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塁り」の質を高める
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年組 番 氏名

*こ の「R80」 の用紙は、茨城県立並木中等教育学校のホ

ームページ上にある「AL宝箱」の中に、エクセルファ

イルとPDFで 入っています。ご自由にお使いください。

基本事項

R80の読み方は「アールエイティー」です。
Rは , リフレクション (rettecJon)と , リストラクチヤー (restructure)の Rです。
80は , 80字 以内で書くという意味の80です。

基本的な

使用法

①アクティブ・ラーニング (AL)の最後に, リフレクション (振り返り)として, ペアや
グループで話し合つたことを, 自分でリストラクチヤー (再構築)して, 80字以内で書
きます。
②必ず,2文 (2センテンス)で書き,2文を接続詞で結びます。
③下書き欄やFREE欄の使い方については, 先生の指示を受けてください。

使用する

接続詞の例

●順接 (したがって, ゆえに,だから) ●逆接 (しかし,だが, ところが )

●並列 (また,ならびに, かつ) ●対比 (一方) 0換 言 (つまり, すなわち)

●理由説明 (なぜなら)他
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